
【 歳　出 】

〔議会事務局　所管〕

決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【成果の動向】

　議員の職務として，市の政策形成過程及び政策の実施過程に多面的に参画し，その要所で重要な意思決定を行
う。また，議会が決定した政策を中心に執行機関の行財政運営事務処理や事業の運営が適法，適正に，かつ公
平・効率的に，民主的になされているかどうかを検証し，市民全体の立場に立って行われているか監視する。そ
のような中で，議員が公正かつ円滑に職務を遂行できるよう，活動の対価として議員に報酬及び期末手当を支給
する。

　守谷市特別職の職員の給与，報酬，議員報酬，旅費及び費用弁償に関する条例に基づき，議員に報酬や期末手
当を支給した。

　議会，執行機関が抑制・均衡の下に，民主的で公正かつ円滑な議会運営を行うことにより成果が向上する。

一般財源 150,320 143,767 △ 6,553

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

事業費 150,320 143,767 △ 6,553

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010102 議員報酬等事務 75

　議会運営に関する諸環境を整備し，円滑な事務を遂行することにより成果が向上する。

　全国の先進的な事例等を研究し，引き続き議会運営に関する諸環境の整備を進める。

　議会運営に関する諸環境の充実と体制整備を図り，円滑に事務を遂行する。

　公用車のリース，運転業務の委託やクラウド型会議システムを利用するなど，議会運営に関する諸環境を整
え，円滑に事務を進めた。

一般財源 5,595 3,937 △ 1,658

国庫支出金

その他

地方債

01010101 議会事務局庶務事務 73

事業費 5,595 3,937 △ 1,658

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

県支出金



【今後の事業の方向性】

決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

決算書Ｐ．

【財源内訳】

　財政状況や議員の活動状況，また，守谷市特別職報酬等審議会の答申を踏まえ，適正な額を検証し，報酬及び
期末手当を支給する。

　各市議会議長会へ参画し，地方自治の拡充強化に関する方策を樹立し，各市議会の意思を国，政府その他関係
機関に反映させる措置を行う。地方自治に影響のある法律等に関して内閣及び国会への意見，市議会制度及び運
営に関する調査研究，地方自治についての情報を収集する。また，中央と地方間の相互連絡等を行い，地方自治
の振興発展を図る。

　全国市議会議長会，関東市議会議長会，県市議会議長会，県南市議会議長会など，各団体の会議や研修会に参
加した。また，今年度は，守谷市が常総地域三市議会連絡協議会の会長となり，会議や研修会を実施した。

　市議会に共通する事項の円滑な運営と，国，地方その他関係機関との連携を密にすることで，地方自治の振
興・発展の一助となっている。

一般財源 2,024 1,737 △ 287

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

事業費 2,024 1,737 △ 287

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010105 議員活動費 75

　各団体との相互連絡等を行うことで，情報収集や協力
関係を強固にし，地方自治の更なる発展を目指す。

全国市議会議長会総会

地方債

県支出金

一般財源 1,056 999 △ 57

その他

国庫支出金

事業費 1,056 999 △ 57

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010104 各市議会議長会等参画負担金 75



【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【指標】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

　議員の外部研修会への参加を促進するとともに，調査研究に必要な費用の一部を政務活動費として交付し，審
議・発案能力を向上させるための調査活動の充実を図る。

　守谷市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき，全会派に対して政務活動費を交付した。

　議員が外部の研修に参加したり，全国の先進的な取組等を研修したりすることで，個々の視野が広がり，審
査・発案力を高める一助になっている。

　条例に基づき，会派に対し政務活動費を交付し，議員の調査活動の充実を図る。

62研修参加議員数（延べ人数） 人 78 85 46

　行政課題の高度化，専門化に対応するため，研修先の
範囲を拡大し，視察目的の達成や内容の充実を図る。

議会改革推進会議視察研修

指標名 単位
平成26年度 平成30年度 令和元年度 令和 3年度

（基準値） （実績） （実績） （目標値）

一般財源 1,728 1,382 △ 346

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

事業費 1,728 1,382 △ 346

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010106 議会研修等事務 75

　行政の課題が高度化，専門化する中，それに対応するため先進地視察などの所管事務調査を積極的に行い，政
策立案能力や審議能力の向上を図る。また，他の自治体の現状と比較することで，本市の状況を客観的に判断す
る。各委員会所管の調査研究により，先進的な考えを学び，地方自治の課題研究に取り組むことで，行政施策に
対する認識を深め，市民のための施策向上を図る。

　本市の政策に反映させるため，他市の先進的な取組について視察研修を実施した。

　全議員による議会全体研修会をなくしたことから，研修参加議員数は減少したが，各委員会等の研修を継続
し，視察研修報告書を作成することで，先進地の情報を議員相互が共有することができ，議会による事業評価
や，本市への政策提言等をする上で役立っている。



決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【指標】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

議事録

　会議開催後，速やかに会議録作成作業に入ることで，製本までの時間を短縮できている。

　議事録の作成は，法律及び条例で定められているため廃止等はできない。今後も印刷部数を最小限に留めて作
成していくとともに，ホームページにおいても会議録検索システムによる議事録の公開を継続していく。

　会議録を作成し，市議会ホームページに会議録等の議会情報を公開することで，市民に市議会への理解と関心
を深めてもらう。

4

会議録数（委員会） 部 37 39 45 45

会議録数（本会議，臨時会） 部 4 4 4

指標名 単位
平成26年度 平成30年度 令和元年度 令和 3年度

（基準値） （実績） （実績） （目標値）

一般財源 4,888 4,780 △ 108

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

事業費 4,888 4,780 △ 108

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010107 会議録作成事業 77

　会議開催後速やかに会議録作成作業に着手し，会議録情報をいち早く公開できるよう，会議録製本に係る事務
を事務局内で協力して取り組んだ。



決算書Ｐ．

【財源内訳】

【目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）】

【今年度の取組】

【指標】

【成果の動向】

【今後の事業の方向性】

　新型コロナウイルス感染症対策として，3月定例月議会において一般質問を取りやめたことから，映像配信アク
セス件数が下がっているが，市議会の運営・活動状況を広く市民に情報提供することで，市議会への理解と関心
が深まっている。

22,197 3,470 2,493 3,500

発行部数

令和 3年度

（基準値） （実績） （実績） （目標値）
単位

平成26年度 平成30年度 令和元年度

　市議会に対する要望等も多様化しており，開かれた議会が求められる中，年4回の議会の広報紙の発行や，議
会録画映像をインターネット上に配信することにより，市議会の運営・活動状況を広く市民に情報提供し，市議
会への理解と関心を深めてもらう。

　議会だより（年4回）を発行するとともに，議会録画映像をインターネット上で配信し，議会の活動状況に関す
る情報を市民に広く届けた。

21,300

映像配信アクセス件数 件

部 21,000 21,000 21,300

指標名

一般財源 3,126 2,990 △ 136

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

事業費 3,126 2,990 △ 136

（ 単 位 ： 千円 ）

平成30年度 令和元年度 差 主な名称

01010108 議会広報事業 77

　議会の情報を市民に対し，様々な方法で正確に届ける必要があるため，引き続き冊子とインターネットにより
市議会の活動を知らせていく。

議会だより


